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参考資料 大阪大学 平成30年度一般入試（前期日程）における再発防止の強化策

本学学生答案採点委員

問題作成・校正委員

試験問題の複数回点検

試験問題モニター査読

予備校等の解
答速報との照
合の全教科科
目での実施

試験問題モニター調査
の実施

受験生の解答
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た疑義等の確
認
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合否判定

試験問題を多面的・重層的に点検する体制への強化

不適切な出題の事前防止

不適切な出題の早期発見

不適切な出題の採点時における対応

学生の意見を問題作成・
校正委員にフィードバック
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次
年
度
入
試
へ
活
用本学ホームページでの公表

著作権処理が必要なものを除く
「試験問題」、「解答例」又は
「出題の意図」を速やかに公表

拡充

これらを踏まえた採点

公表による情報提供の機会拡大と受験生等の学習上の活用
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再発防止の強化策の詳細
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（第一次）査読委員41名による緊急査読

◆出題に疑義等が生じた場合の対応
入試委員会委員長の下で、査読委員と問題作成・校正委員が協
議し、問題訂正が必要な場合は、問題訂正紙等により対応する。

（第二次）査読委員25名による試験問題モニター査読

◆出題に疑義等が生じた場合の対応
誤りが明らかな場合は迅速に板書による問題訂正等を行う。疑
義がある場合は、入試委員会委員長の下で、査読委員と問題作
成・校正委員が緊急に協議し、問題訂正が必要な場合は、可能
な限り、試験中に問題訂正等の対応を行う。

答案採点委員による受験生の解答状況を踏まえた疑義等の確認

◆本学の解答例や出題に疑義等が生じた場合の対応
出題検証小委員会の下で検証を行い、誤り等があった場合は
採点において対応する。

本学学生30名による試験問題モニター調査

◆出題に疑義等が生じた場合の対応
出題検証小委員会の下で検証を行い、誤り等があった場合は
採点において対応する。

◆学生の意見のフィードバック方法
学生の意見を出題検証小委員会に報告・共有した上で、問題
作成・校正委員へ伝達する。

答案採点委員による本学の解答例と予備校等の解答速報との照合

◆本学の解答例や出題に疑義等が生じた場合の対応
出題検証小委員会の下で検証を行い、誤り等があった場合は
採点において対応する。
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試験終了後に本学の出題や解答例等に疑義等が生じた場
合は、当該科目の問題作成・校正委員等のみでなく、出題
検証小委員会において情報を共有・集約する。
出題検証小委員会の下で検証を行った後、その結果に基

づき、同委員会委員長が対応を決定する。
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